
60

２　
﹁
白
丁
﹂
身
分
の
起
源
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察

　

以
下
、﹁
白
丁
﹂
身
分
の
起
源
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
研
究
成

果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、﹁
白
丁
﹂
身
分
の
成
立
時
期
と
﹁
白
丁
﹂
の

社
会
的
系
譜
の
二
つ
に
分
け
て
考
案
し
て
い
き
た
い
。

︵
１
︶﹁
白
丁
﹂
身
分
の
成
立
時
期

　

朝
鮮
王
朝
時
代
の
﹁
白
丁
﹂
身
分
は
、
高
麗
時
代
の
才チ
ェ
イ
ン人
・

禾フ
ァ
チ
ョ
ク

尺
の
後
身
で
、
国
家
が
彼
ら
を
農
民
化
す
る
た
め
同
化
政
策
の

一
つ
と
し
て
世
宗
五
年
︵
一
四
二
三
︶
一
〇
月
に
一
般
農
民
を
意

味
す
る
﹁
白
丁
﹂
に
改
称
し
た
︵
史
料
１
︲
Ａ
︶。﹁
白
丁
﹂
の
起

源
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
才
人
・
禾
尺
が
﹁
白
丁
﹂
と
改
称
さ

れ
た
背
景
と
大
き
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
記
録
を
検

討
し
て
み
よ
う
。

　

先
に
も
述
べ
た
が
、
兵
曹
が
王
に
提
出
し
た
記
録
１
︲
Ａ
に
よ

る
と
、
才
人
・
禾
尺
は
、
元
は
良ヤ
ン
イ
ン人
だ
っ
た
。
内
容
を
要
約
す
る

と
、﹁
従
事
し
て
い
る
職
業
が
賤
視
さ
れ
て
、
一
般
人
と
は
違
う

と
み
ん
な
が
言
い
、﹁
異
類
﹂と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

一
般
人
は
、
彼
ら
と
婚
姻
す
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い

　

前
半
で
は
、﹁
白
丁
﹂
身
分
の
起
源
説
で
あ
る
①
﹁
北
方
異
民
族
説
﹂、
②
﹁
杜
門
洞
七
二
人
忠
臣
た
ち
の
志
操
説
﹂、
③
﹁
楊
水
尺
か
ら
始
ま
っ
た
説
﹂
の
三

つ
の
説
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
、﹃
高
麗
史
﹄、﹃
高
麗
史
節
要
﹄、﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄
の
関
係
記
述
を
中
心
に
、﹁
白
丁
﹂
身
分
の
成
立
時
期
と
﹁
白

丁
﹂
の
社
会
的
系
譜
の
二
つ
に
分
け
て
若
干
の
考
察
を
し
た
。
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る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
か
わ
い
そ
う
で
あ
る
。﹁
白
丁
﹂
と
改

号
し
て
ほ
し
い
。
平
民
と
婚
姻
さ
せ
戸
籍
に
も
入
れ
て
、
閑
田
と

陳
荒
人
田
を
与
え
て
、﹁
白
丁
﹂
を
農
業
に
従
事
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
﹂
と
い
う
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
百
姓
と
同
化
さ
せ
る
一

方
、
狩
猟
し
て
得
た
物
を
差
し
出
す
役
を
免
除
す
る
こ
と
に
よ
り

﹁
白
丁
﹂
の
生
活
を
保
障
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
才

人
・
禾
尺
が
農
民
と
は
違
っ
て
柳

器
業
ま
た
は
屠
畜
業
に
従
事
し
て

い
た
た
め
、
一
般
百
姓
た
ち
は
彼

ら
を
賤
し
い
と
し
、﹁
別
種
﹂
ま

た
﹁
異
類
﹂
と
み
な
し
て
い
た
の

で
、
兵
曹
が
そ
の
才
人
・
禾
尺
を

﹁
白
丁
﹂
と
呼
ぼ
う
と
提
議
し
、

そ
れ
を
王
が
許
可
し
て
﹁
白
丁
﹂

と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。し
か
し
、

百
姓
た
ち
は
彼
ら
と
同
一
視
さ
れ

る
の
を
拒
否
し
、
彼
ら
を
﹁
新シ
ン

白ベ
ク
チ
ョ
ン

丁
﹂
と
呼
び
、
区
別
し
た
。
そ

の
結
果
、
１
︲
Ｈ
の
﹁
改
號
新
白

丁
﹂
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
世

宗
三
〇
年
︵
一
四
四
八
︶
に
は
﹁
白
丁
﹂
は
﹁
新
白
丁
﹂
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
て
一
四
二
三
年
～
四
八
年
頃
に﹁
白

丁
﹂
が
被
差
別
身
分
と
し
て
成
立
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

︵
２
︶﹁
白
丁
﹂
の
社
会
的
系
譜

　
﹁
白
丁
﹂身
分
の
社
会
的
系
譜
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
結
果
、

﹁
白
丁
﹂
以
前
に
は
禾
尺
、
禾
尺
以
前
に
は
楊ヤ
ン

水ス
チ
ョ
ク尺

に
つ
な
が
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
楊
水
尺
と
い
う
集
団
は
、
高
麗
時
代
に
存
在

し
た
最
下
層
集
団

─
歴
史
史
料
が
存
在
す
る
な
か
で
最
下
層

─
で
あ
る
。
そ
し
て
、﹁
白
丁
﹂
と
い
う
身
分
呼
称
は
、
伝
統

的
な
才
人
・
禾
尺
の
生
活
を
禁
じ
て
、
一
般
百
姓
と
同
化
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、﹁
白
丁
﹂
の
社
会
的
系
譜
の
源
流
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
楊
水
尺
は
ど
ん
な
生
活
様
式
を
も
っ
て
い
た
の
か
。

　

楊
水
尺
は
、
現
在
研
究
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
高
麗
太
祖

後
、
後
百
済
︵
八
九
二
～
九
三
六
︶
を
攻
撃
す
る
と
き
制
御
し
難

か
っ
た
集
団
で
、
本
来
、
貫
籍
︵
本
籍
地
︶
と
賦
役
も
な
く
て
水

辺
を
移
動
し
な
が
ら
生
活
し
た
集
団
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら

は
柳
器
を
つ
く
り
な
が
ら
そ
れ
を
販
売
し
て
い
た
と
い
う
。
禾
尺

の
前
身
で
あ
る
楊
水
尺
は
、
後
三
国
時
代
︵
新
羅
、
後
百
済
、
泰

封
の
時
代
、
八
九
二
～
九
三
六
頃
︶
か
ら
あ
っ
た
集
団
で
、
彼
ら
は

土
地
に
束
縛
さ
れ
ず
、
貫
籍
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
国
家
の
年
貢

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
彼
ら
は
柳
器
製

始源         ┌────成立時期───┐

高麗末  朝鮮初  世宗 5年       世宗 30 年   朝鮮後期

↑    才人     ↑   新白丁    ↑   ↑    

楊    水尺     白   禾白丁    新   白 

水    禾尺         才人丁    白   丁 

尺   韃靼禾尺   丁   才白丁    丁

    韃靼水尺       両色白丁 

＜表＞「白丁」身分の起源と変遷
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造
に
必
要
な
材
料
を
探
し
て
移
動
生
活
を
す
る
過
程
で
狩
猟
生
活

も
す
る
集
団
だ
っ
た
。

　
﹃
高
麗
史
﹄﹁
崔
忠
獻
條
﹂
で
書
か
れ
て
い
る
楊
水
尺
の
生
活
状

態
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

　

２
︲
Ａ
﹁
至
是
、
契
丹
兵
入
寇
、
京
城
無
備
、
人
情
恟
懼
、
皆

怨
忠
獻
、
初
、
李
至
榮
、
爲
朔
州
分
道
将
軍
、
楊
水
尺
、
多
居
興

化
雲
中
道
、
至
榮
謂
曰
、
汝
等
、
本
無
賦
役
、
可
屬
吾
妓
紫
雲
仙
、

遂
籍
其
名
、
徴
貢
不
已
、
至
榮
死
、
忠
獻
、
又
、
以
紫
雲
仙
爲
妾
、

計
口
徴
貢
滋
甚
、
楊
水
尺
等
大
怨
、
及
契
丹
兵
至
、
迎
降
鄕
導
、

故
悉
知
山
川
要
害
、
道
路
遠
近
、
楊
水
尺
者
、
太
祖
、
攻
百
濟
時
、

所
難
制
者
遺
種
也
、
素
無
貫
籍
賦
役
、
好
逐
水
草
、
遷
徙
無
常
、

唯
事
畋
獵
、
編
柳
器
販
鬻
爲
業
⋮
﹂︵﹃
高
麗
史
﹄
巻
四
二
、
列
傳
、

叛
逆
三
、﹁
崔
忠
獻
條︶

34
︵

﹂︶

　

２
︲
Ｂ
﹁
楊
水
尺
群
聚
、
詐
為
倭
賊
、
侵
寧
海
郡
、
焚
公
廨
・

民
戸
、
遺
判
密
直
林
成
味
等
、
追
捕
之
、
獲
男
女
五
十
余
人
・
馬

二
百
余
匹
﹂︵﹃
高
麗
史
節
要
﹄
巻
三
一
、
辛
禑
八
年
︵
一
三
八
二
︶﹁
四

月
條︶

35
︵

﹂︶

　

２
︲
Ｃ
﹁
工
曹
判
書
梁
誠
之
上
書
曰
⋮
楊
水
尺
者
、
前
朝
初
有

之
、
江
都
時
亦
有
之
、
才
人
白
丁
忠
烈
王
時
有
之
、
恭
愍
王
時
亦

有
之
、
遠
者
五
六
百
年
、
近
不
下
数
百
年
、
其
絃
歌
之
習
宰
殺
之

事
、
至
今
不
改
⋮
﹂︵﹃
睿
宗
実
録
﹄
巻
六
、
一
年
︵
一
四
六
九
︶
六

月
二
九
日︶

36
︵

︶

　

２
︲
Ａ
﹃
高
麗
史
﹄
の
﹁
李
至
榮
、
爲
朔
州
分
道
将
軍
、
楊
水

尺
、
多
居
興
化
雲
中
道
﹂
の
記
述
に
よ
っ
て
、
李
至
榮
が
朔
州
分

道
将
軍
で
赴
任
し
た
時
、
興
化
雲
中
道
に
楊
水
尺
が
た
く
さ
ん
住

ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
李
至
榮
は
、
彼
ら
に
は
本
来
賦
役
が

な
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
自
分
の
妓キ

生セ
ン

紫
雲
仙
の
籍
に
入

れ
て
名
前
を
登
録
し
、
貢
物
を
徴
収
し
は
じ
め
た
。
李
至
榮
が
死

ぬ
と
、
後
任
者
で
あ
る
崔
忠
獻
が
紫
雲
仙
を
妾
に
し
て
、
楊
水
尺

の
人
数
を
計
算
し
て
貢
物
を
も
っ
と
厳
し
く
要
求
し
た
の
で
彼
ら

は
恨
み
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
二
世
紀
末
契
丹
族
が
侵

入
し
た
時
、
楊
水
尺
は
崔
忠
獻
に
背
い
て
契
丹
族
に
地
理
的
情
報

を
教
え
て
道
案
内
し
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
禾
尺
の

前
身
で
あ
る
楊
水
尺
は
国
家
に
所
属
し
て
い
な
か
っ
た
。
柳
器
製

造
と
狩
猟
生
活
を
し
て
い
た
が
、﹁
貢
物
徴
収
に
我
慢
で
き
な
く

な
り
、
契
丹
族
に
降
伏
し
て
逆
徒
に
な
っ
た
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
反
逆
行
為
を
働
い
た
り
し
た
。

　

浜
中
昇
氏
は
、
２
︲
Ａ
の
記
録
に
よ
っ
て
﹁
十
一
二
世
紀
の
末

に
モ
ン
ゴ
ル
族
が
台
頭
す
る
と
、
一
二
一
六
年
、
そ
の
圧
迫
を
受

け
た
契
丹
族
の
一
部
が
鴨
録
江
を
超
え
て
高
麗
に
侵
入
し
て
き

た
。
そ
の
時
、
契
丹
族
に
対
し
て
道
案
内
役
を
果
た
し
た
の
が
楊

水
尺
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
⋮﹃
楊
水
尺
﹄は
、
漂
泊
の
民
で
あ
り
、

狩
猟
を
得
意
と
し
、
柳
器
を
製
作
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
﹂
と
言

っ
て
い
る︶

37
︵

。
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
文
書
を
書
い
た
当
時
の
史
官
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が
、
例
え
ば
﹁
宰
殺
牛
馬
﹂
と
か
﹁
常
聚
為
盗
﹂、
更
に
は
﹁
異
類
﹂

﹁
別
種
﹂﹁
胡
種
﹂な
ど
の
よ
う
な
文
言
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

朝
鮮
初
期
の
禾
尺
が
柳
器
の
製
造
だ
け
で
は
な
く
、
牛
馬
の
屠
畜

に
も
従
事
し
た
り
、
し
ば
し
ば
盗
賊
行
為
を
働
い
た
り
し
て
、
彼

ら
が
一
般
庶
民
た
ち
に
異
民
族
出
身
者
と
み
ら
れ
て
い
た
と
、
浜

中
昇
氏
は
論
じ
て
い
る︶

38
︵

。
史
料
２
︲
Ａ
は
一
三
世
紀
末
な
い
し
は

一
四
世
紀
初
頭
に
官
史
︵
史
官
︶
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
も
の
だ

か
ら
、
楊
水
尺
を
当
時
ど
う
認
識
し
て
い
た
か
を
伝
え
る
も
の
と

し
て
貴
重
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

２
︲
Ｃ
の
史
料
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
楊
水
尺
と
い
う
身
分

は
高
麗
の
初
期︵
九
一
八
頃
︶に
も
あ
っ
た
が
、高
麗
末
高
宗
の
時
、

モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
で
開
城
か
ら
紅
都
へ
と
都
が
移
さ
れ
た
時
代

︵
一
二
三
二
～
七
〇
ま
で
︶
に
も
ま
た
あ
っ
た
。
才
人
と
﹁
白
丁
﹂

は
忠
烈
王
の
時
代
︵
一
二
七
四
～
一
三
〇
八
︶
に
も
あ
っ
た
が
、

恭
愍
王
の
時
代
︵
一
三
五
一
～
七
四
︶
に
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の

記
事
が
記
録
さ
れ
た
時
点
よ
り
も
五
、
六
百
年
は
さ
か
の
ぼ
れ
る

と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
﹃
高
麗
史
﹄﹃
高
麗
史
節
要
﹄
は
楊
水
尺
に
関
し
て
、
契
丹
族
を

嚮
導
し
た
際
の
記
録
以
外
に
は
、
倭
寇
を
偽
装
し
た
と
す
る
１
︲

Ｂ
﹁
禾
尺
群
聚
、
詐
為
倭
賊
、
⋮
、
禾
尺
即
楊
水
尺
﹂
と
２
︲
Ａ

の
﹁
楊
水
尺
群
聚
、
詐
為
倭
賊
﹂
の
よ
う
な
記
録
を
伝
え
る
に
す

ぎ
な
い︶

39
︵

。

　

次
に
、
才
人
と
禾
尺
及
び
初
期
の
﹁
白
丁
﹂
の
生
活
状
態
を
見

て
み
よ
う
。
居
住
地
は
一
定
で
は
な
か
っ
た
。
成
宗
四
年
︵
一
四

七
三
︶
の
記
録
に
よ
る
と
﹁
白
丁
﹂
は
﹁
本
無
居
室
山
屯
野
處
成

群
爲
盗
﹂
と
書
か
れ
て
い
る︶

40
︵

。
ま
た
、﹃
中
宗
実
録
﹄
に
は
、
才

人
は
﹁
等
無
恒
産
無
定
居
﹂
と
書
か
れ
て
い
る︶

41
︵

。
世
宗
五
年
︵
一

四
二
三
︶、
才
人
・
禾
尺
を
﹁
白
丁
﹂
と
改
称
し
た
の
で
、﹃
中
宗

実
録
﹄
の
な
か
で
才
人
は
﹁
白
丁
﹂
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
才
人
・
禾
尺
ま
た
は
初
期
の
﹁
白
丁
﹂
の
も
う
一

つ
の
生
活
状
態
を
表
す
記
録
が
あ
る
。
彼
ら
は
、
高
麗
末
期
の
倭

寇
侵
略
の
慌
た
だ
し
い
政
局
時
に
、
群
れ
を
な
し
て
倭
寇
に
偽
装

し
て
支
配
層
を
や
き
も
き
さ
せ
た
。﹃
高
麗
史
﹄と﹃
高
麗
史
節
要
﹄

に
よ
る
と
、
辛
禑
八
年
︵
一
三
八
二
︶、﹁
四
月
に
は
、
禾
尺
の
前

身
で
あ
る
楊
水
尺
が
群
れ
を
な
し
て
倭
寇
に
處
世
を
し
、
寧
越
郡

を
侵
犯
し
て
倉
庫
や
民
家
に
火
を
つ
け
た
の
で
、
判
密
直
︵
引
用

者
注
：
官
職
名
︶
派
の
林
成
味
ら
を
行
か
せ
て
、
男
女
五
〇
名
と

馬
約
二
百
頭
を
捕
え
た
﹂
と
い
う
記
録
が
あ
り︶

42
︵

、
ま
た
﹃
高
麗
史
﹄

辛
禑
二
年
︵
一
三
七
六
︶
に
は
﹁
西
海
道
按
廉
使
の
李
茂
が
禾
尺

三
〇
名
余
り
と
馬
一
〇
〇
匹
を
捕
え
て
捧
げ
た
﹂
と
書
か
れ
て
い

る︶
43
︵

。そ
し
て﹁
翌
年
に
も
才
人
・
禾
尺
が
倭
寇
に
偽
装
し
て
平
昌
・

原
州
・
寧
州
・
順
興
・
横
川
な
ど
の
江
原
道
地
方
を
寇
掠
し
た
の

で
、
金
立
堅
・
崔
公
哲
な
ど
に
彼
ら
を
追
撃
さ
せ
て
五
〇
名
余
り
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を
逮
捕
し
て
首
を
切
っ
た
﹂
と
い
う
記
事
も
見
ら
れ
る︶

44
︵

。

　
﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄
に
も
白
丁
が
犯
罪
的
生
活
を
し
て
い
た
と

書
か
れ
て
い
る
記
録
が
見
ら
れ
る
。
世
宗
一
〇
年
︵
一
四
二
八
︶

に
は
﹁﹃
白
丁
﹄
が
馬
に
乗
っ
て
武
器
を
持
ち
、
約
一
〇
名
の
集

団
で
、
伝
達
の
た
め
の
信
号
で
は
火
を
利
用
し
た
。
当
時
第
二
の

官
衙
都
市
で
行
政
力
が
一
番
強
か
っ
た
開
城
を
根
拠
地
と
し
て
活

動
し
て
い
た
﹂
と
い
う
記
録
が
見
ら
れ
る︶

45
︵

。
信
号
に
火
を
利
用
し

た
こ
と
で
彼
ら
は
計
画
的
・
組
織
的
に
活
動
し
た
と
推
測
さ
れ

る
。﹁
白
丁
﹂
の
こ
の
よ
う
な
生
活
に
関
す
る
詳
し
い
記
録
は
世

宗
三
〇
年
に
も
見
ら
れ
る︶

46
︵

。

　

２
︲
Ｄ
﹁
前
同
知
敦
寧
府
使
、
趙
賚
上
書
曰
⋮
近
年
、
盗
賊
興

行
、
剽
掠
村
落
、
耳
目
所
及
四
隣
之
内
或
被
焼
廬
、
或
被
刀
杖
、

父
母
妻
孥
、
僵
仆
流
血
、
見
者
酸
鼻
、
莫
不
痛
惜
、
豈
特
老
臣
所

居
一
村
而
己
、
八
道
皆
然
、
而
閭
巷
少
民
、
因
此
失
産
者
、
不
可

以
数
、是
誠
国
家
所
當
深
慮
者
也
⋮
姑
以
老
臣
寓
居
、一
村
觀
之
、

今
年
正
、
二
月
之
間
、
焼
焚
人
屋
者
四
、
路
上
搶
奪
傷
人
者
三
、

牛
馬
家
産
被
盗
者
、
不
可
勝
記
、
皆
末
知
何
人
之
所
作
也
、
但
以

顯
迹
者
言
之
、
前
郡
事
尹
臣
、
發
捕
馬
賊
、
乃
才
白
丁
也
、
又
有

里
人
夫
妻
、
爲
強
盗
賊
所
害
、
隣
里
捕
獲
、
乃
禾
白
丁
也
、
臣
家

数
月
之
内
、
牛
馬
爲
盗
、
所
偸
者
四
、
⋮
﹂︵﹃
世
宗
実
録
﹄
巻
一

二
〇
、
三
〇
年
︵
一
四
四
八
︶
四
月
九
日
︶

　

史
料
２
︲
Ｄ
は
、
前
同
知
敦
寧
府
使
の
趙
賚
が
鄕
里
に
居
住
し

な
が
ら
直
接
に
目
撃
し
た
事
情
を
書
い
た
上
書
文
で
あ
る
。
彼
の

上
書
文
に
よ
る
と
、
盗
賊
に
家
屋
を
焼
か
れ
て
、
生
命
を
失
っ
た

者
が
続
出
し
て
、
彼
が
住
ん
で
い
る
村
落
だ
け
で
も
正
月
・
二
月

の
間
、
家
を
焼
か
れ
た
者
が
四
人
、
路
上
で
物
を
盗
ま
れ
て
怪
我

し
た
者
が
三
人
で
、
そ
れ
以
外
に
牛
馬
と
家
産
を
失
っ
た
者
は
数

え
き
れ
な
い
。
盗
賊
を
追
捕
し
て
み
る
と
皆
﹁
才チ
ェ

白ベ
ク

丁チ
ョ
ン﹂

で
あ
っ

て
、
趙
賚
自
身
が
数
カ
月
間
に
牛
馬
四
頭
を
失
っ
た
。
盗
賊
を
追

跡
し
て
﹁
才
白
丁
﹂
が
住
ん
で
い
る
村
に
行
っ
た
が
、
捕
ま
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、﹁
白
丁
﹂
は
田
宅
が
な
く
物
乞
い
生
活

を
し
て
い
た
。
飢
え
と
寒
さ
に
さ
い
な
ま
れ
、
そ
の
人
数
が
少
な

け
れ
ば
、
こ
そ
泥
に
な
り
、
人
数
が
多
け
れ
ば
殺
人
・
放
火
を
し

て
、
そ
の
範
囲
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
行
動
が
一
般
百
姓
や
政
治
家
に
大
き

な
脅
威
を
与
え
、﹁
白
丁
﹂
＝
盗
賊
と
い
う
偏
見
を
み
出
し
た
原

因
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
中
宗
二
年
︵
一
五
〇
七
︶
に
は
﹁
燕
山
君
︵
在
位
一
四
九

四
～
一
五
〇
六
︶
の
在
位
時
に
外
方
の
才
人
﹁
白
丁
﹂
た
ち
が
京

城
に
移
住
し
て
、
明
ミ
ョ
ン

火フ
ァ

賊
︶
47

チ
ョ
ク︵

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
才
人
﹃
白
丁
﹄

を
原
籍
地
で
刷
還
︵
引
用
者
注
：
分
散
し
て
い
た
白
丁
を
集
め
て
住

ま
わ
せ
た
後
、
元
の
居
住
地
に
帰
す
こ
と
︶
し
よ
う
と
す
る
大
臣
た

ち
の
意
見
に
王
も
賛
成
し
て
い
る
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
内
容
の
記

録
も
あ
る︶

48
︵

。
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姜
萬
吉
氏
を
含
め
た
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
は
、こ
の
よ
う
な﹁
白

丁
﹂
の
犯
罪
的
な
生
活
様
式
を
単
純
な
窃
盗
行
為
と
い
う
よ
り
営

農
法
を
知
ら
な
い
彼
ら
の
生
活
方
便
の
一
つ
で
あ
り
、
朝
鮮
社
会

に
対
す
る
一
種
の
抵
抗
行
為
だ
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
韓
嬉
淑

氏
は
、﹁
白
丁
﹂
の
狩
猟
生
活
や
屠
畜
業
が
農
耕
社
会
を
混
乱
さ

せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る︶

49
︵

。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
様
式
を
持
っ
て
い
た
﹁
白
丁
﹂
を
土
地
に
定

着
さ
せ
て
、
農
耕
を
奨
励
し
な
が
ら
農
民
化
さ
せ
る
作
業
は
朝
鮮

王
朝
時
代
の
新
し
い
課
題
で
あ
っ
た︶

50
︵

。
そ
れ
で
国
家
は
彼
ら
を
農

民
に
同
化
さ
せ
て
、
一
定
の
課
役
を
負
担
さ
せ
る
た
め
に
、
い
ろ

い
ろ
な
政
策
を
行
っ
た
。
才
人
・
禾
尺
を
同
化
さ
せ
よ
う
と
し
た

政
策
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

　
﹃
高
麗
史
﹄
の
﹁
趙
浚
條
﹂
に
、﹁
才
人
・
禾
尺
が
畑
を
す
き
起

こ
す
こ
と
を
せ
ず
、
庶
民
の
租
税
を
横
取
り
し
よ
う
と
し
て
、
互

い
に
集
ま
っ
て
倭
寇
と
い
う
身
分
を
詐
称
す
る
と
、
そ
の
形
勢
が

恐
ろ
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
彼
ら
が
住
ん
で
い
る
所
で
、
そ
の
人
口

を
数
え
て
そ
の
籍
を
作
り
、
流
浪
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に

し
て
、
空
い
て
い
る
土
地
を
与
え
て
農
耕
に
従
事
さ
せ
、
平
民
と

一
緒
に
扱
っ
て
、
こ
れ
に
違
反
す
る
者
が
い
れ
ば
法
律
で
処
罰
す

る
こ
と
だ︶

51
︵

﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
才
人
・
禾
尺
を
把
握
し
て
、
国
家

に
編
入
し
よ
う
と
す
る
措
置
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
よ
う
な
措
置
は
朝
鮮
王
朝
建
国
直
後
に
お
い
て
も
続
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
﹁
白
丁
﹂
を
農
民
に
転
換
さ
せ
る
作
業
は

新
し
い
王
朝
の
課
題
で
あ
っ
た︶

52
︵

。
朝
廷
で
は
彼
ら
を
農
民
に
同
化

さ
せ
て
一
定
の
役
を
負
担
さ
せ
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を

施
行
し
た
。
ま
ず
、
流
浪
を
禁
ず
る
た
め
に
戸
籍
の
作
成
、
號ホ

牌
︶
53

ぺ︵

の
支
給
、
軍
籍
の
作
成
、
行
状
制
の
実
施
が
あ
る
。

　

戸
籍
の
作
成
は
税
の
負
担
層
を
把
握
し
て
掌
握
し
よ
う
と
す
る

国
家
権
力
の
維
持
と
関
連
が
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
良
人
身
分
全
体

を
対
象
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
政
策
は
﹁
白
丁
﹂
の
身
分
を

良
人
化
す
る
作
業
で
あ
り
、
彼
ら
の
戸
籍
を
作
成
し
よ
う
と
す
る

努
力
は
、
そ
の
後
、
太
宗
の
人
口
把
握
政
策
と
と
も
に
続
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
軍
籍
の
作
成
と
行
状
制
を
併
用
し
て
﹁
白
丁
﹂
の
流
浪

を
止
め
よ
う
と
し
た
。
行
状
制
度
は
、﹁
白
丁
﹂
を
農
地
に
束
縛

す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
﹃
世
宗
実
録
﹄
巻
一
八
、
四
年
︵
一
四
二
二
︶
一
一
月
、
丁
丑︶

54
︵

に
よ
る
と
﹁
軍
籍
に
載
っ
て
い
な
い
才
人
・
禾
尺
は
取
り
締
ま
る

方
法
が
な
い
の
で
、
こ
の
た
め
に
彼
ら
は
ひ
っ
そ
り
し
た
所
に
住

ん
で
い
る
。
そ
し
て
姦
淫
や
盗
賊
な
ど
を
ひ
そ
か
に
働
い
た
り
、

人
を
殺
し
た
り
し
て
い
る
。
各
道
に
よ
り
軍
籍
に
載
っ
て
い
な
い

才
人
・
禾
尺
を
漏
れ
な
く
調
べ
て
軍
籍
に
登
録
さ
せ
て
農
業
技
術

等
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
三
年
に
一
度
、
出
生
し
た
子
ど
も
た
ち

を
探
し
て
戸
籍
に
入
れ
て
他
の
地
域
に
行
か
せ
な
い
よ
う
に
す
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る︶
55
︵

﹂
と
い
う
上
書
を
兵
曹
が
王
に
奉
じ
た
。

　

戸
籍
と
號
牌
法
︵
号
牌
の
携
帯
を
義
務
づ
け
た
法
︶
そ
し
て
行
状

制
は
、
才
人
・
禾
尺
を
土
地
に
縛
る
た
め
の
、
ま
た
軍
役
を
賦
課

す
る
た
め
の
制
度
及
び
基
礎
作
業
で
あ
り
、
結
局
、
農
民
化
政
策

の
一
環
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
朝
鮮
王
朝
国
家
は
、
才
人
・
禾

尺
に
つ
い
て
新
し
い
名
称
、
つ
ま
り
﹁
白
丁
﹂
と
い
う
称
号
を
付

与
し
な
が
ら
彼
ら
を
農
民
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
世
宗
は
、
才
人
・
禾
尺
が
一
般
百
姓
た

ち
に
疎
外
さ
れ
ず
に
平
民
た
ち
と
交
わ
っ
て
住
め
る
よ
う
に
、﹁
白

丁
﹂
と
呼
び
直
そ
う
と
い
う
主
張
を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
課
役
を

負
担
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
の
﹁
白
丁
﹂
と
い
う
称
号
を
、
才

人
・
禾
尺
に
高
麗
時
代
か
ら
公
式
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

彼
ら
に
対
す
る
身
分
的
区
別
・
差
別
を
解
消
す
る
一
方
、
彼
ら
を

農
民
化
し
よ
う
と
し
た︶

56
︵

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
差
別
が
存

続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
を
検
討
し
た
結
果
、
筆
者
は
、
朴
鍾
晟
氏
の
見
解

と
同
様
に
、高
麗
時
代
の
楊
水
尺
が
白
丁
の
源
流
で
あ
り
、か
つ
、

才
人
・
禾
尺
が
農
民
を
意
味
す
る
﹁
白
丁
﹂
へ
と
改
称
さ
れ
る
世

宗
五
年
︵
一
四
二
三
︶
頃
か
ら
、﹁
新
白
丁
﹂
へ
と
再
び
改
称
さ

れ
る
世
宗
三
〇
年
︵
一
四
四
八
︶
頃
に
、﹁
白
丁
﹂
身
分
が
成
立

し
た
、
即
ち
、
こ
れ
が
白
丁
の
起
源
で
あ
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に―

こ
れ
か
ら
の
課
題

　

本
稿
は
、﹁
白
丁
﹂
身
分
の
起
源
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
検
討

し
つ
つ
、﹃
高
麗
史
﹄﹃
高
麗
史
節
要
﹄﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄
の
関

係
記
述
を
中
心
に
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
も
の
で
し
か
な
く
、

今
後
、
諸
史
料
を
渉
猟
し
て
研
究
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
日
本
に
お
け
る
近
世
被
差
別

身
分
史
の
研
究
成
果
に
も
学
び
な
が
ら
、﹁
白
丁
﹂の
役
務
・
職
業
、

﹁
白
丁
﹂
に
対
す
る
差
別
実
態
、
差
別
を
支
え
て
き
た
思
想
等
に

つ
い
て
も
少
し
ず
つ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。

注︵
34
︶﹃
高
麗
史
﹄
列
傳
、
巻
四
二
叛
逆
３
、﹁
崔
忠
獻
條
﹂
二
五
二
頁
。

﹃
譯
註
高
麗
史
第
四
︵
世
家
四
︶﹄
東
亜
大
学
校
古
典
研
究
室
、
一

九
七
一
年
、
二
五
一
頁
。

︵
35
︶﹃
高
麗
史
節
要
﹄
亜
細
亜
文
化
社
、
一
九
七
三
年
、
七
八
八
頁
。

︵
36
︶﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄
第
八
輯
、
探
求
堂
、
一
九
九
二
年
、
三
九
三

頁
。

︵
37
︶
浜
中
昇
﹁
高
麗
末
期
・
朝
鮮
初
期
の
才
人
・
禾
尺
﹂﹃
紀
要
﹄
第

四
号
抜
刷
、
東
京
大
学
文
学
部
朝
鮮
文
化
研
究
室
、
一
九
九
七
年

三
月
、
四
八
～
四
九
頁
。
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︵
38
︶
同
前
、
四
九
頁
。

︵
39
︶
同
前
、
五
二
頁
。

︵
40
︶﹃
成
宗
実
録
﹄
巻
三
三
、
四
︵
一
四
七
三
︶
年
八
月
九
日
。﹃
朝

鮮
王
朝
実
録
﹄
第
九
輯
、
探
求
堂
、
一
九
九
二
年
、
五
一
頁
。

︵
41
︶﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
二
一
、
九
︵
一
五
一
四
︶
年
一
二
月
一
六
日
。

同
書
、
第
一
五
輯
、
探
求
堂
、
一
九
九
二
年
、
四
八
頁
。

︵
42
︶﹃
高
麗
史
節
要
﹄巻
三
一
、
八
年
四
月
、
辛
禑
條
、﹃
高
麗
史
節
要
﹄

亜
細
亜
文
化
社
、
一
九
七
三
年
、
七
八
八
頁
。

︵
43
︶﹃
高
麗
史
﹄
一
三
四
、
列
傳
、
巻
四
七
、
二
年
、
辛
禑
條
、﹃
高

麗
史
﹄
下
、
延
世
大
学
校
東
方
学
研
究
所
纂
、
景
仁
文
化
社
、
一

九
六
一
年
、
九
〇
二
～
九
〇
三
頁
。

︵
44
︶﹃
高
麗
史
﹄
一
三
四
、
列
傳
、
巻
四
八
、
三
年
、
辛
禑
條
。﹃
高

麗
史
﹄
下
、
延
世
大
学
校
東
方
学
研
究
所
纂
、
景
仁
文
化
社
、
一

九
六
一
年
、
九
一
八
～
九
一
九
頁
。

︵
45
︶﹃
世
宗
実
録
﹄巻
四
〇
年
、
一
〇︵
一
四
二
八
︶年
四
月
三
日
。﹃
朝

鮮
王
朝
実
録
﹄
第
三
輯
、
探
求
堂
、
一
九
九
二
年
、
一
二
七
頁
。

︵
46
︶﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄
第
五
輯
、
探
求
堂
、
一
九
八
二
年
、
五
九
頁
。

︵
47
︶
当
時
国
土
は
荒
廃
し
、
政
治
は
乱
れ
て
い
て
農
民
た
ち
は
自
然

に
流
民
・
盗
賊
に
な
る
し
か
な
か
っ
た
。
明
火
賊
は
松
明
を
持
っ

て
富
豪
家
を
襲
撃
し
た
の
で
﹁
火
賊
﹂
と
も
言
わ
れ
た
。
三
〇
～

四
〇
名
ぐ
ら
い
で
組
ん
で
活
動
し
た
。

︵
48
︶﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
三
、
二
︵
一
五
〇
七
︶
年
六
月
三
日
。﹃
朝
鮮

王
朝
実
録
﹄
第
一
四
輯
、
探
求
堂
、
一
九
九
二
年
、
一
五
三
頁
。

︵
49
︶
韓
嬉
淑
﹁
朝
鮮
太
宗
・
世
宗
代
白
丁
の
生
活
状
態
と
強
盗
活
動
﹂

﹃
韓
国
史
学
報
﹄
第
六
号
、
一
九
九
九
年
三
月
、
二
八
一
頁
。

︵
50
︶
姜
萬
吉
﹁
鮮
初
白
丁
考
﹂﹃
史
学
研
究
﹄
一
八
、
韓
国
史
学
会
、

一
九
六
四
年
、
四
九
二
～
四
九
三
頁
。
韓
嬉
淑
前
掲
論
文
、
二
七

一
頁
。
李
俊
九
﹁
朝
鮮
前
期
の
白
丁
犯
罪
相
と
齋
民
化
施
策
﹂
大

丘
史
学
会
﹃
大
丘
史
学
﹄
六
、
大
丘
史
学
会
、
一
九
九
八
年
一
二

月
、
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
。

︵
51
︶﹃
高
麗
史
﹄
一
一
八
、
列
傳
、
巻
三
一
、﹁
趙
浚
條
﹂。﹃
高
麗
史
﹄

下
、
延
世
大
学
校
東
方
学
研
究
所
纂
、
景
仁
文
化
社
、
一
九
六
一

年
、
五
九
四
頁
。

︵
52
︶
韓
嬉
淑
前
掲
論
文
、
二
八
一
～
二
八
二
頁
。

︵
53
︶朝
鮮
王
朝
時
代
に
一
六
歳
以
上
の
男
性
が
持
っ
て
い
た
も
の
で
、

一
方
は
姓
名
と
生
ま
れ
た
干
支
を
書
い
て
、
も
う
一
方
は
官
庁
の

烙
印
を
押
し
て
あ
っ
た
。
現
在
の
身
分
証
明
書
に
あ
た
る
。

︵
54
︶
韓
嬉
淑
前
掲
論
文
、
二
八
六
頁
。﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄
第
二
輯
、

探
求
堂
、
一
九
九
二
年
、
五
一
〇
頁
。

︵
55
︶
同
前
、
二
八
七
頁
。

︵
56
︶
文
喆
永
﹁
高
麗
末
期
朝
鮮
初
白
丁
の
身
分
と
差
役
﹂﹃
韓
国
史
論
﹄

二
六
、
一
九
九
一
年
、
八
八
～
九
〇
頁
。
韓
嬉
淑
前
掲
論
文
、
二

八
六
頁
。




